
(ご参考)

食品産業事業者の従業員に新型コロナウイルス感染者が発生した時の
対応及び事業継続に関する基本的なガイドライン

本ガイドラインは、新型コロナウイルス感染者の報告が増加していること

から、食品製造業、食品流通業(卸売、小売)、外食産業の食品を取り扱う事
業所の従業員に新型コロナウイルス感染症の患者が発生した時に、保健所
(感染症担当。以下同じ。)と連携し、感染拡大防止を前提として、食料安定
供給の観点から、業務継続を図る際の基本的なポイントをまとめたもので

す。このガイドラインは令和2年5月8日の知見に基づいて作成されたもの

で、新たな知見により更新されます

改正後

新型コロナウイルス感染症の主要な感染経路は、飛沫感染と接触感染であ
ると考えられています。2020年4月1日現在、食品(生で喫食する野菜・果
実や鮮魚介類を含む。)を介して新型コロナウイルス感染症に感染したとさ
れる事伊Ⅱネ報告されていません。製造、流通、調理、販売等の各段階で、食
品取扱者の体調管理やとまめな手洗い、アルコール等による手指の消毒、咳
エチケットなど、通常の食中毒予防のために行っている一般的な衛生管理が

実施されていれば心迺三する必要はありません'。
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tる場所では、できる限りマスクを着用し、マスクを着用しない場合には2
メートルを目安として適切な距籬を保って取引を行うことを徹底するなど、
事業所の業態によって感染予防策を行ってください。
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レストラン喫茶店などについては

事者及び剰係団体は、新型コロナウィルス威染症対策の'況分析・提言
(令和2年5月4 田(新型コロナウィルス戊染症対策門{会議)を参考
に業種別のガイドラインを乍するなど自主的な威染防止のための取組を
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(1)(略)

(2)濃厚接触者の確定

(略)

地方自治体堕、ι厚生労働省や専門家と連携しつつ、積極的疫学調査により、
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、r参誇j 、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、}
「濃厚接触者」とは、「患者(確定例)」の威染可能期間に接触した者のうち、次の,

範囲に該当する者である。(「新型コロナウィルス感染症患者に対tる積極的疫学調査:
要領(暫定版)(国立感染症研究所感染症疫学センター令和2年4月20日版)」)

に把
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(略)

た者

適切な感染防護無しに患者(確定伊D を診察、看護若しくは介護していた者

釖な威染対を行う

外出自'の要請等を行うとともに

参考これまで団威染が確認された場に共通すること
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また、「地方自冶体が、厚生労働省や専門家と連携しつつ、積極的疫学調
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の範囲に該当する者である。{「新型コロナウィルス感染症患者に対する積極的疫学}
調査要領(暫定版)(国立感染症研究所感染症疫学センター令和2年3月12日版)」)1
新型コロナウイルス威染症が疑われる者と同居あるいは長時問の接触(車内、

「濃厚接触者」とは、「患者(確定例)」が発病した日以降に接触した者のうち、次}

航空機内等を含む)があった者

適切な感染防護無しに新型コロナウィルス感染症が疑われる患者を診察、看護:
若しくは介護していた者

新型コロナウィルス威染症が疑われる者の気道分泌液もしくは体液等の汚染物:

質に直接触れた可能性が高い者

その他:手で触れること又は対面で会話することが可能な距離(目安として2

で>必要な感染予防策なしで、「患者(確定例)」と接触があった者(墨1メートル)
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(略)

施設設備等の消毒の実 h

消毒は、保健所の指示に従って実施することが望ましいですが、緊急を要
し、自ら行う場合には、感染者が勤務した区域(売場、厨房、製造加工施
設、倉庫、執務室等)のうち、手指が頻回に接触する箇所(ドアノブ、スィ
ツチ類、手すり等)を中心に、アノレコーノレ(エタノーノレ又はイソプロパノー

ノレ)(70%)(アノレコール(エタノール又はイソプロパノーノレ)(70%)が入

手できない場合には、エタソール(60%台))又は次亜塩素酸ナトリウム

(0.05%以上)で拭き取り等を実施してください二'上'上。
(略)

(参考)

1 新型=ロナウイルスに関するQ&A (関連業種の方向け)(令和2年■月15日時点版)

2

(厚生労働省)

新型コロナウイルス威染症に対する威染管理(改訂2個0年'1月 B7 田(国立威染症研
究所国立国際医療研究センター国際威染症センター)

3 新型コロナウイルス'染症対策の基本的対処方針(令和2年3月28日(令和2年5月

4

4日変更)新型コロナウイルス感染症対策本部決定)

新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言(令和2年5月4日)(新型コロ十ウ
イルス威染症対策専門六会議)

5 ・ 6 佃各)

3

(略)

施設設備等の消毒の実加

消毒は、保健所の指示に従って実施することが望ましいですが、緊急を要

し、自ら行う場合には、感染者が勤務した区域(売場、厨房、製造加工施
倉庫、執務室等)のうち、手指が頻回に接触tる箇所(ドアノブ、スイ

ツチ類、手すり等)を中心に、アルコール W肖毒用エタノール(70%))又

は次亜塩素酸ナトリウム(0.05%以上)で拭き取り等を実施してください
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(参考)

1 新型コロナウイルスに関するQ&A (関連業種の方向け)(厚生労働省)

(新設)

佃鋤

新型=ロナウイルス感染症対策の基本方針・(令和2年2月25日新型コロナウイルス感
染症対策本部決定)
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